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成 果 

特 色 

令和４年度 

●近所の茶道教室の先生の協力を得て、作法やマナー、おもてなしの

心を学ぶ。 

●地域との絆を大切にしながら、亀井小ならではの教育を行ってい

る。 

●茶道教室へ訪問して茶道体験に取り組んでいる学校は他地域には

あまりない。貴重な体験ができている。 

●子供たちが地域との関わりや日本の伝統文化を感じられる大切な

機会となっている。 

第６学年 

茶道体験 

●お茶を飲んでみると、深みがあって、さっぱりしていた。 
●お湯をふっとうさせているときに音がパチパチと鳴っていて、お香

の香りもして、すごくステキだった。 
●かけじくの文字には意味があることが分かった。 
●お辞儀や座り方など、今の生活ではやらないていねいな礼儀だっ 
 た。 
●炭の置く場所や炭の名前が決まっていたり、いろいろな道具があっ 
 たりして、使い方を少しおぼえることができた。 


